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本質的な問いを生徒に持たせる
―選択教科国語「千葉大学附属図書館 探訪！」での試み―
荒 川 恵 美
要旨 千葉大学教育学部附属中学校３年生徒が選択教科国語において，主に千葉大学附属図書館所蔵の貴重
書を活用した取り組みについて，指導・支援してきた内容をまとめたものである。作家直筆の草稿や筆写本
の複製版など，本物または本来のものに近い形に触れさせ，それらの価値を知ることで，生徒の教科の本質
に迫る学びを触発し，より深い思考，理解へと結びつかせようとした。このような真正性の強い講座の実施
を試みたことで，生徒は貴重書のどこに着目し，どのようにコミットメントし，自らの本質的な問いから自
分なりの考察を導き出していくのか，教師側の支援とともに生徒の思考の道筋を辿りそれらを明らかにした。
キーワード 国語科教育 選択教科 本質的な問い 教科の本質に迫る学び 真正性
Ⅰ はじめに
生徒たちは自分の中の「知りたい」「調べたい」と
いう欲求が高まると，時に寝食を忘れるほどに夢中
して追究することがある。それは，探究する喜びを
味わっていると言えるだろう。実際に十回分の選択
授業実施後も，生徒の探究心にはさらに火がつき，
秋休みの期間中には，受験勉強よりも自らの調べを
ひたすら進めていたという熱中ぶりを，後になって
生徒の保護者から伺った。そして「家では，毎回，
附属図書館で見てきた貴重書のことを楽しそうに話
してくれました。以前から興味を持っていた作家に
ついて，自分の考えをまとめて発信できる場がもら
えたことやその思いを読んでくれた友達と共有して
話すことができたことを非常に喜んでおりました」
というお言葉をかけて頂いた。
選択教科の講座開設時に行ったオリエンテーショ
ンで書いた生徒たちの「選択希望調査票」には，次
のような抱負が綴られていた。「私は半年ほど前から
宮澤賢治の作品が大好きで，今回の講座説明を見た
とき，すごく驚いたし，嬉しかった。このチャンス
を逃すわけにはいかない！賢治の作品を中心に，草
稿や初版本と現在の本を比べて，詳しく研究したい。
また，他の人が調べているテーマについても幅広く
見てみたい。」「普段見ることのない貴重書に興味を
持ちました。教科書などに古い本の写真が載ってい
ますが，そのようなものに触れてみたいです。」ま
た，古い本の紙質なども気になります。」「附属図書
館に入れる上に，いろいろな貴重書を見ることがで
きるとなると，（この講座に）とても入ってみたいで
す。自分の好みに合いそうなものを自分で探し，探
究することができるということも，この講座に入り
たい理由の一つでもあります。」などとあり，本講座
の開設による生徒の期待と主体的な学びへの促進へ
とその手応えを感じた。
ところで，現行学習指導要領の教育課程において，
選択授業は，標準授業時数の枠外の位置づけとなっ
たが，千葉大学教育学部附属中学校（以下，「本校」）
では，全教科で授業展開が可能であり，理想的な選
択授業ができる環境にあるため，毎年，講座を開講
して実施を継続している。本稿の筆者は，本校にお
いて研究主任として，選択教科を校内で推進する立
場にある。また，年度初めに提案される，学校長の
運営方針の中にも，今年度の重点課題十項目の中の
「２.研究推進校としての機能の充実」の三点目とし
て強調されているところであり，特色ある学校の具
体的な取り組みの一つとしてこの選択教科を挙げて
いる。詳細については本誌の「教育活動報告 選択教
科」の頁を参照されたい。
Ⅱ 講座の開設にあたって
１ 講座名と受け入れ人数
平成２９年度
前期【第３学年】選択教科 国語
講座名：「千葉大学附属図書館」探訪！
生徒の希望票に基づき，募集人数12人のところ，
16人が希望したため，第１希望という点を重視し，
全員を受け入れることとした。
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２ 千葉大学附属図書館利用にあたって
(資料１ 千葉大学附属図書館長宛ての依頼書)
平成 29 年 5 月 2 日
千葉大学附属図書館長 様
千葉大学教育学部附属中学校
選択担当：荒川恵美
選択教科における千葉大学附属図書館利用願い
平素は格別のご高配を賜り，厚く御礼申し上げます。下記の内容にて，貴館を利用したく
お願い申し上げます。
記
〈「千葉大学附属図書館」探訪！〉について
教科：国語
指導者：荒川恵美
講座名：「千葉大学附属図書館」探訪！
＊「千葉⼤学教育学部附属中学校 平成２９年度 前期【第３学年】選択教科 講座 」より
講座募集時のＰＲ⽂：
千葉⼤学附属図書館が所蔵している「貴重書」を⾒にいきませんか。
例えば，『セロ弾きのゴーシュ』 : 草稿 / [宮澤賢治著] や『平家物語』：
筆写本の複製版 や江⼾時代に印刷された本や近現代⽂学の初版本など･･･
･･･お宝がいっぱい！貴重書を読みに実際に千葉⼤学附属図書館まで出か
けます。 レクチャーを受けたあとは，⾃分で検索して⾒てみたい貴重書
についてリクエストして探究していく講座です。
目的と授業内容：貴重書をもととした個人の探究テーマについて追究していく。
受講者数：１６名
活動場所：千葉大学附属図書館・４階グループ学習室
利用日時：水曜日 ５校時 １３：１０～１４：００
このうちの１３：２０～１３：５０ 実質活動時間：３０分間
平成２９年５月 １０日 ① 千葉大学附属図書館内オリエンテーション＆閲覧
２４日 ③ 閲覧
３１日 ④ 閲覧
６月 １４日 ⑤ 閲覧
２１日 ⑥ 閲覧
７月 ５日 ⑦ 閲覧
９月 ６日 ⑧ 閲覧
２０日 ⑨ 閲覧
１０月 ４日 ⑩ 学校内でまとめ
※文化祭（１０月２１日）に学習の成果物を展示発表する予定。
②は附属中学校で行います。
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もともと，千葉大学の西千葉キャンパスに，附属
中学校と附属図書館のどちらもあるが，普段は附属
図書館内には中学生は入館できない。しかし，特別
な目的があった場合に限り，利用の許可をもらって
いる。今回の利用はこれにあたる。そのため，依頼
文書（資料１）を作成して提出し，十回の授業のう
ち八回を，千葉大学附属図書館まで赴いて利用した。
開架図書の貸し出しについては，予め受講生徒名簿
を提出し，半年間の有効期限のある図書貸出カード
（一度に２冊まで，３週間）を生徒一人ずつに発行
してもらった。これは，平成23年度に附属中学校と
附属図書館とで結んだ取り決めによる。
３ 講座開設にあたって
本校の生徒は，普段から知的好奇心が強く，会話
などから察するに，日頃から家族で博物館などに出
かけることが多いと感じられる。そこで附属図書館
所蔵の貴重書という本物を見る機会を得させたら，
どのような反応を見せ，どのような学びの変容を見
取ることができるのかを期待しての講座開設であっ
た。また，研究を目的とした大人たちが集う空間に，
中学生を連れていき，その雰囲気を味わわせたいと
考えたからである。
４ 千葉大学附属図書館の利用
千葉大学附属図書館は数年前にリニューアルし，
四つの特性を持つエリアに分かれている。会話可能
なN棟，静寂空間のK棟 ・ L棟，その他に今回は使
用しなかったが，研究・学習を行うための施設・設
備が用意されている I 棟がある。今回，主に利用し
たのが，N棟３階のブックツリーと呼ばれている書
架，N棟 4階のグループ学習室，L 棟の開架図書の
エリアである。
Ⅲ 「千葉大学附属図書館」探訪！講座における学
習内容と指導・支援
次の三つの学びの段階（表１～３）を設定して，
授業を実践した。
（表１）【学びの第一段階】
⑴ 千葉⼤学附属図書館について知る
⑵ てとり⽂庫「復刻本の世界」をテーマとした
展⽰を⾒る
⑶ 貴重書の取り扱い⽅や⾒⽅を知る
１ 千葉大学附属図書館について知る
グループ学習室にて，閲覧担当の丸茂さん，伊勢
さんのお二人に依頼し，附属図書館の使命や使用目
的，館内案内，貸し出し方法，貴重書を扱う上での
留意点などについてガイダンスをして頂き，中学校
の図書館や公立の図書館とは異なる部分もあること
の理解を促した(写真１)。
(写真１ グループ学習室で職員から説明を受ける様子)
２ てとり文庫「復刻本の世界」をテーマとした展
示を見る
５月末まで「復刻本」をテーマに分類を超えた本
がブックツリーに配架されていたため，絶好のチャ
ンスと思い，近代文学の文豪たちの初版本や復刻本
を手に取らせた(写真２)。これは，てとりという言
．．．
葉通り，「手に取って読んでほしい本」という意味だ
という。限られた時間内に，目的の作家や目当ての
本を探せるよう，事前にてとり文庫のリストを印刷
して生徒に提示し，印を付けさせておいた。
現在，文庫として売られている本は，版を重ねて
いること，筆者の意向やその他の理由により初版本
の表記とは異なる場合があること，年代によっては
旧仮名遣いが使われていることなどに触れ，解説を
加えた。
今回のテーマの詳細は以下の通りである。
３ 貴重書の取り扱い方や見方を知る
全員に同じ貴重書を見せ，その取り扱い方を学ば
せるとともに(写真３)，それぞれの貴重書にまつわ
てとり文庫 第 36 回
【展示場所】本館 N 棟 3 階東ブックツリー
【展示期間】2017年3 月6日～2017年5 月31日
【展示テーマ】復刻本の世界～美しい装丁と技術～
附属図書館は世界的に有名な絵本コレクションや明治期
の文学や詩集，修身の教科書等，数々の貴重資料の復刻版
を所蔵しています。 普段は目に留まることなく，書棚にひ
っそり眠る復刻本をこの度まとめて展示しました。 ぜひ手
に取って，時を超え復刻された緻密で美しい装丁をどうぞ
お楽しみください。
http://www.ll.chiba-u.jp/topics/topics_20170306_tetori.ht
ml より引用
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る解説を加えながら，見るポイントを教えた。見慣
れない筆写本の変体仮名の表記や，時代を感じさせ
る和装本については中学校段階ではまだ早いが，詳
細については触れずに，簡単な概略や説明を加える
こととした。教師から提示した貴重書が次の五点で，
手稿100選は図書館側から教えていただいた。
（表２）【学びの第二段階】
１ 『セロ弾きのゴーシュ』草稿と現在の⽂庫本
を読み⽐べ，相違点を探す
２ 千葉⼤学附属図書館のOPACを利⽤する
３ 個⼈テーマ(仮)と追究⽅法の確認する
４ タブレットを活⽤して追究する
１ 『セロ弾きのゴーシュ』草稿と現在の文庫本を
読み比べ，相違点を探す
三十二葉ある草稿を，一人につき二枚を割り当て，
(写真２ てとり文庫「復刻本の世界」での生徒)
【提示したもの】○は貴重書，◆は開架図書
○セロ弾きのゴーシュ : 草稿全三十二葉 / [宮
澤賢治著]筑摩書房, 1987 複製版 CB20271953
○平家物語 / 岡山大学池田家文庫等刊行会編
筆写本の複製版 FB00201515
○新刊吾妻鏡 52 巻(存 51 巻)[出版地不明] :
[出版者不明] 和装 袋綴じ FB00200539
○好色一代男 : 絵入 / [井原西鶴作] ; [菱川
師宣絵] [日本古典文学刊行会]1971 FB00201737
複製 和装, 帙入
○宮澤賢治手帳 / 宮澤賢治[著]筑摩書房, 1987
CB20309600
◆複製近代文学手稿 100 選 / 日本近代文学館
編 二玄社 1994 CB20447267 ※大型の図版。
小説の書き出しが掲載されている。
(写真３ 実際に閲覧した復刻本や草稿の一部)
教師が配付した文庫本を印刷したプリントの文章と
読み比べさせ，作者の宮澤賢治の創作時の筆跡を辿
らせた。具体的には，現在と異なる表記はどこであ
ろうか，創作時に何度も書き直して推敲している箇
所はどこであろうか，賢治の息づかいが聞こえてき
そうな点はどこか，などの観点を与え，気づいたこ
とをメモにとらせた。（写真４）
２ 千葉大学附属図書館のOPACを利用する
インターネットを使用し，千葉大学附属図書館の
OPACの「詳細検索」機能で「配架場所」の指定を
「本館貴重書室」として検索させた。また， 年代を
絞った検索も可能なため，生徒自身が探究したい本
を検索させた。貴重書を館内で閲覧する際は，閲覧
願書に記入する。生徒個人が検索した本を閲覧する
場合はこの閲覧願書や撮影許可書に記入させた。
３ 個人テーマ(仮)と追究方法の確認する
生徒一人ひとりのこれまでの疑問に基づくテーマ
とさせた。
４ タブレットを活用して追究する
生徒は一人一台の自分のタブレットを所有してい
る。OPACでの検索はもちろん，貴重書を撮影する
(写真４ 草稿と現在の文章を読み比べている生徒)
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(写真５ タブレットを使っての撮影)
際にも大いに活用させた(写真５)。タブレットなら
ではの追究の仕方が生まれていた。生徒たちは中学
校入学時から使用しているため，その扱いには慣れ
ており，今回の講座でも有効であったと言える。
（表３）【学びの第三段階】
１ 個⼈テーマの修正と決定をする
２ 個⼈テーマや追究⽅法に合わせた形を選択し
てまとめる
３ 参考⽂献の引⽤や書き⽅を確認する
１ 個人テーマの修正と決定をする
展示発表の場を本校の文化祭に設定し，生徒には
見通しを持たせて取り組ませた。実際には，調べて
いく中で，上手くいかないこともあるため，これを
修正させながら，最終的なテーマを決定させ，個々
の追究の方法への助言をした(資料２)。
２ 個人テーマや追究方法に合わせた形を選択して
まとめる
ノート形式，レポート形式，スクラップ形式，パ
ワーポイント形式など，いくつかの展示の方法を挙
げ，自分の探究の成果にふさわしい形を選択するこ
とやそれに見合った工夫をするように促した。
３ 参考文献の引用や書き方を確認する
参考文献を引用する際のルールを確認し，記述の
仕方を指導した。
Ⅳ 貴重書を扱うねらいと意義
本校研究主題「自ら問い続ける生徒の育成～新し
い時代を生き抜くための『実践知』を培う授業のあ
り方～」を念頭に置き，中学校三年生の国語の学習
を締めくくるに相応しい講座として，この選択講座
を開講した。
そして，国語好きの生徒がたまらなくワクワクす
るような時間と世界に誘いたいと思った。
また，本校で学ぶメリットとして，千葉大学附属
図書館が所蔵する，滅多に見られない貴重書を見に
いく，というコンセプトをたてた。
ここで，前述した本校研究主題について触れてお
く。「自ら問い続ける」とは，学ぶ生徒の理想的な姿
である。「問う」ことは同時に「考える」こととなる。
「考える」ことは常に「問いかけ」から始まる。そ
れは自分自身への問いかけであり，思考が始まるこ
とを指す。もしも，何の問いも持たなければ，より
高みへと追究することもなく受動的な生き方となる
であろうと考える。
新しい時代には，常に問いを持ちながら，社会の
問題を自分の問題として捉えられる生徒，事象に対
して「向かう」ことのできる，つまりコミットメン
トする生徒を育成することが望まれる。生涯におい
て，次なる高みへと目指し続ける，問い続ける生徒
を育成したいと考えている。
そこで，「実践知」つまり「現実に使える知」（※
本校における｢実践知｣の定義）を身に付ける授業に
は，次のような七つの特性を持たせることが，自ら
問い続ける生徒を育成することにつながるとしてい
る。「切実性」「真正性」「汎用性」「連繋性」「継続性」
「多義性」「意外性」の七つだが，今回は特に「真正
性」が強い講座であると捉えられる。
賢治の直筆の複製本やかつての和装本などの本物
に触れさせることで，生徒の教科の本質に迫る学び
を触発し，より深い思考，理解へと結びつかせよう
とした。そして，その探究過程で，疑問を生じさせ
たいと睨んだ。
「育成すべき資質・能力を踏まえた教育目標・内
容と評価の在り方に関する検討会―論点整理―」(平
成26年3月31日)にある「本質的な問い」の中に出て
くる「学問における核となる観念と探究に対応して
いる」というレベルの問いまでにはいかなくとも，
中学生なりの疑問から，生徒自身の新たな捉えが促
進されるような生徒個々の問いと探究による結果
が，生徒の学びの変容に表れるものと考える。その
問いを表出させたものが，今回の個人テーマである。
Ⅴ 生徒の学びの変容
１ 学習の拠点を附属図書館にしたことで，⽣徒
の学習効果を⾼めることができた。
大学生が友人と議論しながらホワイトボードに物
理の計算式を書き込んでいる姿に触れたり，研究に
没頭している教授を横目にしたりすることは，生徒
が近い将来像を描くにはよい。中学生でありながら，
自分たちのテーマを，大学の図書館という実際の「研
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(資料２ 講座を受講した１６人の生徒の個人テーマ一覧とその追究方法・概略)
千葉大学教育学部附属中学校
方法などマーテ号番品作
1 小公女から見る訳者の日本語訳 英語版の一部を自分で訳し、日本語訳と比べ、その工夫を見てまとめました。
2 『羅生門』から感じる芥川の感情
書き始めの１ページ目の草稿と文庫本を読み比
べ、詳しく読解していく。『羅生門』の関連コメント
をインターネットで調べました。
3 『グスコーブドリの伝記』 原作と映画版で伝えたかったこと
現代の子供向けに書かれているものと復刻版
を比べ、宮澤賢治の伝えたいことをレポートでま
とめました。
4 『好色一代男』の和装本と洋装本を比較する
和装本を撮った画像を貼り、スケッチブック
に自分なりの説明を加えてまとめました。
また、井原西鶴についても調べました。
5 『恩讐の彼方に』の英語と日本語比較～意訳と直訳から読み解く～
１頁を選んで、英語ともとの日本語と英語を自分
で直訳したものを比較して分析・考察し、レポー
ト形式でまとめました。
6 石川啄木のエッセイ～弓町より　食うべき詩～
普段は目を向けない啄木が著したエッセイに注
目しました。啄木がどう過ごしてきたのか、「弓
町より　食うべき詩」を通して啄木の伝えたかっ
たことを自分なりに解釈しました。
7 『算術　中学講習会編』と現在の数学を比べる
それぞれを写真に撮り、同じ内容のもの、どちら
かにしかないものをまとめ、分析し、スケッチブッ
クにまとめました。
8 中原中也の詩に対する自己解釈
今回のレポートでは新潮文庫の「中原中也詩
集」（吉田凞生編）から一つの章につき一編ずつ
読み取りやすいと思った詩を選び、独自に解釈
をし、それを物語にするとともに紹介していま
す。
9 『注文の多い料理店』の原作を見る
『注文の多い料理店』の原作や小学生向け・中
学生向け・一般向けに書かれている内容の差を
知りました。
10 『斜陽』ー近代文学とのつきあい方ー
草稿・初版本・自分の所持本・最近の本を比べ
て、どこが改変されたか、そしてなぜ、改変され
たかを考え、近代文学に対する昔と現代との考
え方の違いまで追究しました。また、メディアを
越えた文学の形についても追究しました。
11 『かちかち山』の原作を調べる 出版社が違う絵本を収集して比較しました。
12 『一房の葡萄』で作者有島武郎が伝えたかったこと
大正時代の初版本と現代の文庫本で、言
葉の違いや挿絵を比べ、作者について調
べたものを画像を用いてまとめました。
13 梶井基次郎と檸檬～『秘やかな楽しみ』『檸檬』から～ 檸檬が出てくる二作品と彼の人生、草稿を基に分析しました。
14 シェイクスピアから見る文学世界
シェイクスピアという人物について調
べ、彼が現代に与えた影響を追究しま
した。
15 星新一の書き下ろしと初版本の違い
星新一という人物に迫り、さまざまな
面から見比べ、画像を用いて違いをま
とめました。
16 賢治の落書き～『セロ弾きのゴーシュ』草稿と『宮澤賢治手帳』から～
草稿・手帳の画像を中心として興味を持ったとこ
ろに文を加えながら冊子にまとめました。昨年、
賢治に興味を持ってから、１年間の集大成のま
とめになりました。
平成29年度　３年前期選択国語「千葉大学附属図書館」探訪！
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究の場」で追究する経験は，小さな研究者になった
ような気持ちを起こさせたにちがいない。大人同様
のさまざまな詳細検索方法を実践し，閲覧願書を書
いた。
また，グループ学習室は壁が透明で，外から見ら
れることにより，中にいても緊張感を持って臨むよ
うに工夫されている空間である。今回はこちらを使
用した効果もあろう。非常に意欲的で，主体的な学
習態度が見られた。毎週の選択を楽しみにでかけ，
初版本などを手にしてときめき，いつもなら借りら
れない本を手にして上気していた。近代の作家に傾
倒している生徒には，貴重書は喉から手が出るよう
なまさしくこのうえない宝だったようだ。
２ 初版本の存在を知り，それとの相違点を認識
させることができた。
生徒達が追究したいテーマに関する書籍は，附属
中学校でも書庫の中にしまってある作家の全集に目
を向けさせた。
つまり，現在の文庫との違いを知ったことで，初
版本の表記を知りたいと思ったり，何刷りの段階の
ものかを調べてみたくなったり，それらの違いに敏
感になったと言える。
３ これまでの経験から生徒が生み出したテーマ
を追究させることができた。
生徒にとっては，大好きな梶井基次郎，太宰治，
宮澤賢治であり，小学生時代に読書感想文に選んだ
思い出の詰まった『一房の葡萄』であった。これら
の出発点から，スタートしたものだったが，それぞ
れのまとめを読むと，熱中して取り組んだ様子がわ
かる。てとり文庫に，修身の教科書や西洋のからく
りのある本などがあったことがきっかけとなったか，
国語以外の算術や英語に，興味を持った生徒もい
た。日本語を通しての算術や英訳と和訳の違いを
比べるという点を認め，追究を続けさせることと
した。
４ タブレットの活用だからこその発見を得させ
ることができた。
ある生徒は「賢治の落書き」をテーマとして，装
丁にも凝り，賢治の手帳風に仕上げた。普通なら『セ
ロ弾きのゴーシュ』の内容そのものに目がいくとこ
ろを，追究する過程で，それ以外に何が書かれてい
るのか，という点に目をつけた。草稿には大胆な筆
跡で縦に行が凝縮されてぎっしりと書かれている。
しかし，時には逆さまに書かれた数行が出てくるこ
ともあった。そんなときに，手軽にタブレットで撮
影したものを上下逆さまにして読み始め，手紙の一
部とわかった（写真６）。また，その他の文章から，
左右を反転させて聞き覚えのある言葉を，画像から
探して検索し始めた（写真７）。その後，「何だか以
前，雑誌で読んだことのある『楢ノ木大学士の野宿』
かなと思って･･････。やはり，その一節でした。」と
言って，喜び勇んで話しかけてきたことに驚いた。
さすが，賢治ファンである。草稿に残された少ない
文章に見覚えのある言葉。それでわかったという。
５ 多くの仮説と疑問を持たせ，自分なりの深い
考察につなげさせた。
前述の生徒を例にして学びの過程を見ていく。
草稿を見るまでのこの生徒の疑問は，きっとこの
ようなものであったろう。
〈生徒の思考の道筋〉
〔はじめの疑問〕
・どのような字を書くのか。
・どのような用紙を使用したのか。
・どのような筆記具を使用したのか。
これらは，草稿を見ただけで，ある程度の解決を
みる。
さらに，現在の文庫本の文章と読み比べるうちに，
次のような問いが生まれていた。
〔問い〕
・ 主人公のゴーシュの名前にこだわり，何度も
推敲し，書き直したのは，なぜか。
・ 余白に書かれている魚のイラストは何を意味
しているのか。
・ 草稿の裏に書かれている文章は何の作品か。
・ どのような形で『セロ弾きのゴーシュ』という作
品はこの世に出たのか。
・ 「東北砕石工場花巻出張所」の印刷された文字
があるが，賢治との関係性は何なのか。
・ 「拝復」の文字を発見したが，これは誰かへの
手紙の下書きなのか。
これらの疑問や問いは尽きることなく生徒の思考
の中を駆け巡ったであろう。
そして，辿り着いたのが，次の仮説だ。
〔仮説〕
賢治らしさは，草稿に書かれた落書きにこそ表
れているのではないか。
〔本質的な問い〕
『セロ弾きのゴーシュ』の草稿に書かれた賢治
の落書きには，何が書かれているのか。
〔学びの成果〕
・ 『セロ弾きのゴーシュ』の草稿の裏に書かれていたの
は『楢ノ木大学士の野宿』と『銀河鉄道の夜』の一部で
あったとわかった。
・ 音楽好きな賢治がチャイコフスキーの英語の綴り
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を間違えて表記しているという事実。
・ 手帳にある有名な一節「ヒデリノトキハ」の「ヒデリ」が
「ヒ ド リ 」 とな って い て ， 「 日 照 り 」 と「 日 取り 」 の両 方
の 説 が存在する。
・ 賢治の童話は，原稿用紙にも書かれているが，それ
以外の紙もあり，裏紙も活用していた。かなりのくせ字
で，幾度もの推敲あとが見られる。字は黒色だけでな
く，赤もあり，ペンや鉛筆で書かれている。
・ 有名な「雨ニモ負ケズ」は横書きの手帳に縦書きに書
かれていた。
・ 賢治の作品のほとんどが遺稿から出版されているとい
う事実がわかった。
〔生徒の考察〕
・ 『 セ ロ 弾き の ゴ ー シュ 』 と 『 楢 ノ 木 大 学 士 の 野 宿 』
と 『 銀 河 鉄道 の 夜』 は 同 時 期 に 書か れ た だ ろ う 。
・ これらの執筆中，賢治の身体は，手紙から察すると，
「拝復 同級會開催(中略)何分にも未だ辛く机にすがり
て幾？の仕事致し居るのみの状態にて(後略)」とあり，
身体の状態が思わしくなかったであろうことがわかる。
・ 賢治にとって，童話や詩を書くことは，趣味の一つだっ
たのかもしれない。
このような考察をしながら，落書きに着目したこ
とで，賢治の人間味を感じて，これまで以上に身近
な人であり，身近な作品となったと生徒は調べ学習
の最後の感想に綴っている。
今回使用した貴重書は草稿を画像として撮影した
ものの複製版だからこそ，インクの裏移りもリアル
にわかり，手がかりから追究しやすかったと言える。
さまざまな疑問や問いが生まれる中で，この生徒
は本質的な問いに行き着き，『セロ弾きのゴーシュ』
の草稿に書かれた賢治の落書きを通して，深い探究
が見られた。
６ 書物を通じての情報発信・受信の変遷に気づ
き，触れさせることができた。
これまでは，活字としてしか知らなかった作品，
文学史の学習で作者名と作品名しか知らなかった書
物について，筆者の筆跡を見たり，筆写本，和装本，
初版本などに触れることにより，書物に対する概念
が変容したと考えられる。時代の変遷と共に，移り
変わってきた伝承の仕方や印刷技術について理解を
深めることができた。このような変遷の延長線上に，
私たちが生きる現代の情報発信・受信の形がある。
そんなことに気づかせることもできた。
(写真６ 生徒作品の一部 ※資料２・作品番号16より)
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(写真７ 生徒作品の一部 ※資料２・作品番号16より)
Ⅵ おわりに
研究者による草稿調査によって，賢治の遺稿はほ
ぼ調べ尽くされたと見られていた。が，近年になっ
て(2009年4月)，生家の土蔵から未発表の詩の草稿一
枚（地形図の裏に書かれたもの）が発見，公表され，
これが，『新校本 宮澤賢治全集』別巻（筑摩書房）
に収録されている。もしも，別の草稿が見つかった
場合は，定説が変わる可能性もあるだろう。
今回の生徒の探究は，プロの宮澤賢治研究者にし
てみれば，すでに結果の出ているものだろうが，生
徒が自らの探究心と熱意によって仮説を立てたり，
考察したりするところに大きな意味があり，たとえ
既知の事実であっても，これが生徒の学びなのだと
考える。まさに研究者の知を辿った探究となった。
今後はさらに，「東北砕石工場花巻出張所」と賢治
との関係性がわかると，賢治の生き方にまで踏み込
み，さらに深い研究へと発展していくだろう。本生
徒は生涯をかけて今回の問いから次なる問いを生み
出し，より高みを目指した追究をしていくであろう。
選択教科における一講座は，半年間にたった十回
(一回は五十分間)の実施であるが，生徒が自らの探
究をしていく，有意義な時間である。だからこそ，
本校では生徒の多様な学びの追究ができるようにカ
リキュラムに組み込んでいる。
今回の成果物に関しては，平成29年10月に本校図
書室で行われた文化祭を発表の場として展示し，生
徒の達成感を成就させた。一般来校者の方々から，
「中学生でも本格的なテーマを持って調べてまとめ
たのですね」とお褒めの言葉を頂いた。
多くの公立学校では，中学２年生で地域の「職場
体験」にでかける。本校では代わりに「学部訪問」
を実施している。ところが，この３年生だけは職場
体験を行った。どちらも社会を知ったり，将来像を
描いたりするには有効である。国立大学附属学校で
学ぶ生徒は，さまざまな分野の研究者になる者も多
く出てくるであろう。今回の探究が，生徒の夢を叶
える一歩になったらと願う。また，生業としてだけ
ではなく教養としても，生徒たちが生涯に亘って日
常生活をより豊かに楽しむことのできる見方・考え
方となって永続的理解へとつなげてほしいと願う。
研究を促進する役目を担う千葉大学附属図書館に学
ばせる意義は大変大きかったとふり返る。
参考文献
『第52・53回中学校教育研究会会誌』(千葉大学教育
学部附属中学校,2016,2017)
付記 本稿は公益財団法人図書館振興財団主催によ
る「第21回 図書館を使った調べる学習コンクール」
（調べる学習指導・支援部門）にて，優良賞を受賞
したものに加除修正したものである。
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